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museum talk
６月18日(土) 14：00～14：30

テーマ：戦乱から平和へ
７月２日(土) 14：00～14：30

テーマ：江戸時代を支える民衆
―― 講師 ――

根 岸 茂 夫
（國學院大學文学部教授）
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企
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展

　
戦
乱
の
時
代
を
経
て
「
徳
川
の
平
和
」
を
手
に

入
れ
た
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
安
定
を
め

ざ
し
て
生
業
に
励
み
、
文
化
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。江
戸
時
代
は
、さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々

や
地
域
が
、
文
字
を
使
っ

た
情
報
の
伝
達
に
よ
っ
て

つ
な
が
り
あ
う
こ
と
で
社

会
が
大
き
く
発
展
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
支
配
・
役
職
・
生
活
・
文
化
な
ど
、
江
戸
時
代

の
社
会
に
欠
か
せ
な
い
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い

て
、
人
や
物
、
出
来
事
を
〈
つ
な
ぐ
〉
も
の
、
そ

れ
が
古
文
書
で
す
。
こ
う
し
た
古
文
書
に
は
文
字

だ
け
で
な
く
、
絵
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
武
家
・
公
家
・
民
衆
そ

れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
を
、
ま
た
そ
れ
ら
異
な
る
社

会
の
間
を
相
互
に
つ
な
い
だ
古
文
書
を
展
示
し
、

こ
の
つ
な
が
り
か
ら
江
戸
時
代
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
文
字
と
絵
と
い
う
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
形
や

大
き
さ
な
ど
の
違
い
も
含
め
て
多
様
な
古
文
書
を

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

東山天皇口宣案
（大西家文書）
國學院大學図書館蔵
縦32.5㎝×横50.4㎝

安政五年戊午彗星出現図（土御門家記録）
國學院大學図書館蔵
縦27.7㎝×横40.3㎝

元禄７（1694）年５月14日、伏見稲荷社家の大西
親友を従五位下に叙任する宣旨が伝達された。
久我大納言通誠は、上

しょうけい
卿（担当の公卿）としてこれ

に携わった。

安政５（1858）年出現の彗星の位置を測量・記録した
もの。彗星は妖星として忌まれたが、嘉永６年（1853）
年に現れた際には黒船が渡来し、この年には安政の大
獄がおきた。

■ 開館時間	 午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）　◎ 会期中、休館日はありません。
■ アクセス	

〒150-8440 東京都渋谷区東4-10-28 〔國學院大學渋谷キャンパス内〕
TEL：03-5466-0359　WEB：http://museum.kokugakuin.ac.jp/

【渋谷駅から】	 	 渋谷駅から徒歩約13分
	 	 都営バス（渋谷駅東口バスターミナル54番のりば学03日赤医療センター行）「国学院大学前」下車
【表参道駅から】	 	 表参道駅（地下鉄半蔵門線・銀座線・千代田線）B1出口から徒歩約15分
【恵比寿駅から】	 	 恵比寿駅（JR山手線・地下鉄日比谷線）から徒歩約15分
	 	 都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば　学06日赤医療センター行）「東四丁目」下車

会期 ： 平成28年６月17日（金）～ ７月16日（土）
会場：國學院大學博物館 企画展示室 

企画展 古文書で 〈つなぐ〉江戸時代

　本展示は國學院大學校史・
学術資産研究センターで進め
ている研究事業「國學院大學
の学術資産の研究と展示公開」
の成果の一部である。

執筆者 監修：根岸　茂夫（國學院大學 文学部教授）
執筆：髙見澤美紀（國學院大學 研究開発推進機構客員研究員）
編集：渡邉　　卓（國學院大學 研究開発推進機構助教）

文
化
・
伝
統
権
威
の
源
泉

公
家
の
章

　
朝
廷
と
公
家
は
、
日
常
的
、
か
つ
天
変
地
異
な
ど
臨
時
的
に
、
国
家
鎮
護
の
た
め
の
儀
礼

な
ど
を
多
く
執
り
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
〝
雅
〟
の
文
化
を
連
綿
と

継
承
・
発
展
さ
せ
る
事
で
人
々
と〈
つ
な
が
り
〉、
敬
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
口
宣
案
・
御
教

書
に
よ
る
官
位
の
叙
任
と
い
っ
た
、
宗
教
・
文
化
・
学
問
・
身
分
な
ど
に
権
威
を
付
与
す
る

も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　
本
章
で
は
、
江
戸
時
代
に
権
力
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
印
象
の
あ
る
朝
廷
・
公
家
に
関
連
し

た
古
文
書
を
通
し
て
、
権
威
の
源
泉
と
し
て
の
姿
を
み
て
い
く
。



　
古
文
書
が
伝
え
る
情
報
を
〈
つ
な
ぐ
〉
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の

姿
や
事
件
の
全
体
像
が
見
え
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
江
戸
城
本
丸
御
殿

表
・
奥
絵
図
」
の
松
の
廊
下
…
「
武
家
装
束
着
用
図
」
の
衣
装
…
「
高
家
吉
良

義
央
書
状
」
…
「
脇
坂
常
征
赤
穂
城
請
取
行
列
図
」
…
「
荷
田
春
満
消
息
貼
込
屏
風
」

を
〈
つ
な
ぐ
〉
と
元
禄
期
に
起
き
た
〝
あ
の
事
件
〟
が
連
想
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
古
文
書
は
過
去
と
現
在
と
い
う
時
間
も
〈
つ
な
ぎ
〉
ま
す
。
享
保
期
の
裁

許
絵
図
は
三
〇
〇
年
前
に
土
地
の
争
論
を
裁
定
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
境
界
線

は
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
目
の
前
に
あ
る
古
文
書
が
江
戸
時
代
と
現
在
を
〈
つ
な
ぎ
〉、
そ
し
て
当

時
の
人
々
の
想
い
を
私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

　
本
展
示
か
ら
、
古
文
書
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
〈
つ
な
が
る
〉

様
子
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

下総国海上郡古市村御縄打水帳
國學院大學図書館蔵　縦32.5㎝×横21.5㎝ 戦

乱
か
ら
平
和
へ

武
家
の
章

江
戸
時
代
を
支
え
る人

々

民
衆
の
章

　
戦
乱
の
時
代
を
経
て
、
慶
長
八（
一
六
〇
三
）年
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ

ら
れ
た
徳
川
家
康
は
江
戸
幕
府
を
開
き
、
平
和
の
維
持
を
理
念
と
し
た
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、武
家
政
権
と
し
て
の「
武
威
」は
保
ち
な
が
ら
も
、

文
書
に
よ
る
支
配
と
、「
歳
中
行
事
記
」
な
ど
に
記
さ
れ
た
江
戸
城
内
外

で
の
儀
礼
に
よ
る
秩
序
や
由
緒
を
重
視
し
た
。

　
本
章
で
は
徳
川
政
権
が
戦
乱
の
世
か
ら
ど
の
よ
う
に
「
徳
川
の
平
和
」

を
創
り
出
し
、
次
代
へ
〈
つ
な
げ
て
〉
い
っ
た
か
を
古
文
書
か
ら
追
っ
て

い
く
。

　
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
生
産
や
流
通
を
担
っ
た
の
は
民
衆
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
村
に
は
、
領
主
か
ら
の
厳
し
い
年
貢
の
取
り
立
て
と
い
っ
た
〝
暗
い
〟
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
古
文
書
か
ら
は
、
幕
府
の
支
配
を
受
け
入

れ
つ
つ
、
自
治
性
・
自
律
性
を
保
つ
村
の
姿
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
う
し
た
村
の
あ

り
よ
う
が
文
書
に
よ
る
支
配
を
可
能
に
し
、平
和
を
維
持
す
る
一
端
を
も
担
っ
た
。

　
本
章
で
は
、
文
書
に
よ
る
支
配
を
実
現
さ
せ
た
し
く
み
と
、
文
字
を
習
う
こ
と

で
文
書
を
生
活
・
生
産
の
保
証
に
〈
つ
な
げ
て
〉
い
く
民
衆
の
姿
を
古
文
書
か
ら

み
て
い
く
。

徳川家康禁制
（吉田家文書）
國學院大學図書館蔵
縦36.7㎝×横53.3㎝

江戸城本丸御殿
表・奥絵図
國學院大學文学部蔵
82.1㎝×57.5㎝

武家装束着用図
個人蔵
縦30.7㎝×横21.6㎝

下総国香取郡本矢作村・
大根村野境論裁許絵図
國學院大學図書館蔵
縦174.5㎝×横255.3㎝

関ヶ原合戦の直後、慶長５（1600）年９
月21日に京都の吉田神社に宛てて出さ
れた禁制。戦場となった地域の悲惨さを
物語る。家康の朱印「忠恕」が押印される。

慶長７（1602）年９月23日作成の検地帳。
年貢の基本台帳であるため、改

かい
竄
ざん
を防ぐさまざまな工夫が凝

らされている。

甲州山梨郡栗原筋
三日市場村宗旨改帳
國學院大學図書館蔵
縦30.3㎝×横21.4㎝
宝永２（1705）年８月に作成され
た宗門人別改帳。
柳沢吉保が甲斐に入封した際に、
武田氏ゆかりの恵林寺が作成。

江戸城本丸の政治・儀礼空間であ
る表と、将軍の居住空間である奥
が、膨大な部屋で構成されている。
なぜか大奥への通路が一本描かれ
ていない。

江戸城の儀式で着用する装束図。
著者の松

まつ
岡
おか
辰
とき
方
かた
は、江戸定府の久

留米藩士であり、有職故実を伊勢
貞丈の孫・貞春に、国学を塙保己
一に学んだ。

享保５（1720）年10月、町奉行・
大岡忠相ら評定所によって審議
された野境論の裁許絵図。表は
争論となった地域の絵図。裏に
は判決文。江戸時代における裁
判の進行過程も窺える。

古
文
書
が
〈
つ
な
ぐ
〉
も
の

本
展
示
の
見
ど
こ
ろ


